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文部科学省

私たちのグループは今治タオルについてまとめて発表しました

　今回、地域交流実践演習の授業で、今治タオル組合の近藤聖司先生の話を聞かせていた
だきました。その中で特に印象に残ったことは、今治タオルの吸水性の高さと肌ざわりの
良さなど、その質の高さです。今治タオルが成功していることに感銘を受けました。そこ
で、今治タオルを題材として、私たち学生が今後、今治地域を活性化するために、どうい
う視点をもち、何ができるかということを課題にし、グループ12名で話し合いました。

　その中で、まずは自分たちが今治タオルを使ってみることから始め、タオル美術館に行っ
てみたり、もっと今治タオルの良さを知ることから出来るのではないかと考えました。そ
れから、twitter などで、その良さをアピールし、多くの人に知ってもらうことができる
のでは、という意見も出されました。
　他には、タオルの歴史を調べてまとめたり、タオル作りの体験をしてみること、「めいたん」
のオリジナルタオルを作成する、今治タオルで赤ちゃんや子どもの遊べるおもちゃ、布団、
枕カバーなどを作るといった、様々な意見が出されました。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ1　今治タオル・地産地消「絹かわナス」
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文部科学省

　ただ、これらの意見は、すぐにできること、個人でできること、他の力が必要なこと、
お金のかかることなどが含まれており、その中で学生である私たちが力を合わせて、地域
とかかわりながら出来ることをまとめてみました。

　例えば、学生祭などの大きなイベントを活かし、普通のタオルと今治タオルを用意し、
体験ブースなどを設置する。学生が考えたデザインを何種類か選び、一般の方にも学生の
方にもどのデザインが良かったか投票してもらうブースを置く。タオルのポスターを作り、
展示する。また、そのポスターを「めいたん」のサイトに載せてもらう、という考えが出
ました。
　学生祭なら学生だけではなく一般の方でも、学校行事として参加できるので、「めいたん」
らしさが地域の方々に示せるのではないかと思いました。

　今治タオルを題材にした授業をまとめると次のようになります。まず、今治タオルは他
のタオルよりも値段は高いが、性能はとても良いことがわかりました。次に、私たち学生
も地元産業の一つである今治タオルについてもっと詳しく知ることが必要であると認識で
きました。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ1　今治タオル・地産地消「絹かわナス」
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文部科学省

授業で年森恭子先生にお話しいただいた、地産地消
「絹かわナス」についてまとめました

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ1　今治タオル・地産地消「絹かわナス」
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文部科学省

地域交流実践演習Ⅰを受講して～学生の感想等～

今治を知ることで、地域への興味・関心を高めることができました！
・いろいろな人の学びなどが聞けて良かったです。
・今治の地域課題が判明して良かった。他の地域課題も知りたい。
・��今治のことについて、１班でいろいろ考えることができた。これは、今治を良くし
ようと頑張っている人がたくさんいるからだと感じました。
・��今治のことを知れました。駅の売店でタイ飯のおにぎりを売っています。各地の駅
で特産品を売れば、多くの人に知ってもらえると思います。

今治について考えることで、今治って「素敵なまち」だと気付きました！
・  今回の体験を通して、たくさんのことを学ぶことができました。今治に住んでいて

も、知らないことがたくさんあったので、すごくためになりました。
・地域の様々なことを知り、自分で見直さなければならないと思いました。
・  おへんろ、サイクリングや今治タオルなど、今治や地元のことについての話をたく

さん聞いて、グループでたくさん意見を言い合って、今治って素敵なまちだなって
思いました。

グループワークを通してコミュニケーションの取り方を学びました！
・とても大変。まとめるのも大変でしたが、しっかりとできて良かったです。
・  最初は緊張しましたが、みんなと交流を深めながら、コミュニケーションがとれま

した。
・  いろいろなお話を聞いて、今治や地域のことを考えられました。グループの話し合

いも最初の方よりだんだん良くなったと思います。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ1　今治タオル・地産地消「絹かわナス」
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文部科学省

学生が各回のグループ
ワークでまとめた報告
用紙（抜粋）

担当教員より
　前期の地域交流実践演習Ⅰ、１グループは、「あ・い」のあるグループです。
　（グループメンバー皆さんの頭文字はアかイで始まるので…）その名の通り、温
かく、和やかな雰囲気でグループワークが展開できたのではないかと思います。
　学科やコースの異なるメンバーが一つのまとまりとして、他者の意見を聞き、自
分の意見を述べ、まとめる作業は、想像したよりも難しかったのではないでしょうか。
　地域交流実践演習では、アクティブラーニング、つまり、学生自らが主体的に学
ぶことが重要なポイントです。しかし、いったい、どんなことが求められているのか。
　地域を知ること、地域に関心を向けること、地域の課題に気付くこと、自分がで
きることを考えること、他者とコミュニケーションをとり、協力しながら学ぶこと、
その成果を伝えることです。これらの学びは、学生のレポートやグループワークで
の活動を見る限り、１グループのメンバー一人ひとり、達成できたと思います。
　今の社会では、答えのない、あるいは、答えが一つではない課題が山積している
からこそ、このような学び方、課題に向き合う姿勢が求められます。
　今治について、さまざまな良いところを知り、地域を見直すとともに、こうした
主体的な学びの重要性を感じてもらえればと思います。
　　　　　　一緒に学ばせて頂き、ありがとうございました。（高家・寺川）

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ1　今治タオル・地産地消「絹かわナス」
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文部科学省

私たちのグループはしまなみ海道サイクリングについてまとめて発表しました

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ2　しまなみ海道サイクリング
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文部科学省

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ2　しまなみ海道サイクリング
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文部科学省

〈学生からの意見・感想〉

グループワーク・発表風景

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ2　しまなみ海道サイクリング
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文部科学省

・実際のサイクリングロードを走ってみる。
・  現状を把握していません、先ずは、サイクリング体験をしてサイクリストの気持ち

を考えてみたい。
・地域の人たちと交流して問題点を見つけたい
・地元だけど知らないことが多いと知った
・  継続してボランティア（掃除）ができるのか？また、１年間で後輩に引き継ぐこと

ができるのか？
・  今治出身でないので「今治」を知らない事ばかり。先ずは身近なところから今治の

ことを知りたいとこの講義を受けて思いました。
・今治をアピールするお手伝いができればいいと思った。
・人と人とのつながりが大切なのだと感じました。
・今治タオルなどブランドを守っていくことの大変さを知った。
・食の大切さ人とのつながりの大切さを知った。
・今治市で世代交流の大切さ支えあい、助け合いの意識を持ちたいと思った。

　地域交流実践演習Ⅰでは地域における取り組むべき課題についてグループワーク
をしてきました。
　１．「四国へんろ道世界遺産化と地域づくり」
　２．しまなみサイクリング「官民恊働で取り組む自転車旅行振興の現場から」
　３．島しょ部の福祉「今治の地域福祉」
　４．「食は素敵なコミュニケーションツール」
　５．「今治タオルブランドへの工程」

　今までに地域について考えたことのない学生にとって難しい課題ばかりでした。ま
た、他コースとの混合グループということもあり、意見は遠慮しがちで、はじめのう
ちは意見交換が全くなされていない状態でした。しかし、２回目のグループワークの
時、途中で講師の山本優子さんが教室に来られ、ひと言「難しく考えなくて、先ずは
身近なところから自分できることを」というアドバイスをいただきました。それから
は、グループワークをしても、意見や思ったことも言葉にできなかった学生も感じた
事思った事を言うようになってきました。
　授業の話し合いを通じて得たことは、簡単なことでもいいから、今治明徳短期大学
生の専門性を活かした活動ができないのだろうか？でした。
　学生たちの、意識統一やモチベーション維持がこれからの課題となると思います。
　学生が地域に入り地域とともに成長していくことを目指し、卒業後も地域に貢献で
きる人材になってくれればと思い感じました。

〈学生からの意見・感想〉

〈職員の感想（渡邉・韋）〉

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ2　しまなみ海道サイクリング
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文部科学省

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ3　今治の地域活性化
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文部科学省

　食物栄養コースは、調理師専修コースの人が作った料理の栄養価を計算することができ
る。また、サットシステムを使えば、計算をしなくても栄養価を簡単に測れることを体験
できる。サットシステムとは、IC チップを内蔵した食品サンプルをトレーに乗せ（１食
分・１日分）、その栄養量を測る。パソコンと連動しており、普段の食生活で摂取している
栄養価が一目でわかるため、不足しがちな栄養摂取へのアドバイスが分かりやすく、今治
市民の健康に役立つと考えた。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ3　今治の地域活性化
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文部科学省

　幼児教育学科は、子どもと子育て支援を中心に、各コースと共同活動を考えた。例えば、
調理師専修科や食物栄養コースと協力し、「保護者と一緒にオリジナル離乳食を作る」「好
き嫌いを克服する料理を考える」など。また、介護福祉コースと「子どもとお年寄りの世
代間交流」を企画、国際ビジネスコースと協力して「外国語講座」や「外国の遊び」を紹
介する場所も提案する。
　今治が「世代間交流のできる安心、安全な場所」となるよう、お手伝いをしていきたい。

　介護福祉コースは、身近な支援を中心に考えた。今治の中心地から少し離れた場所にあ
る特別支援学校を、統廃合された学校へ移転することを提案します。街の中心に近い場所
に移転することにより、生徒さんがより多くの地域の方々と触れ合え、関わる事で支援へ
の理解が深まりできる支援が増えていく。
　たくさんの人が繫がる事で、地域がもつ能力は活かしやすくなるのではないかと考えま
す。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ3　今治の地域活性化
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文部科学省

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ3　今治の地域活性化
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文部科学省

・  自分の興味を持っている分野、逆に持っていない分野についても知る機会が持て良
かった。地域の人の生の声を聞き、問題を知り、理解し解決策をみんなで話し合う
この流れが大切だと思いました。（K さん）

・  最初は、心細かったけどだんだん楽しく話せるようになった。身近にあるものは、
意外と気付かないので身近にあるものを見直していきたい。地域の PR は大事なこ
とだと思った。（S さん）

・  みんなで食について話して、たくさん笑顔になってコミュケーションがとれた。そ
れこそが人と人とのつながり。みんなと仲良くなれたし自分の知らなかったことを
知る事が出来た。（K さん）

・  他の人と意見交換は、とても自分の見えていない問題や、足りない知識など気がつ
かなかった所も見つけることができ新たな発想ができてよかった。自分たちの個性
ある明短生ならではの、解決策を見つけ出せてよかった。（O さん）

・  いろいろな講演を聞いて、自分の意見だけでなく、周りの人の意見も聞くことがで
きよかった。今治のことについて、私は知らなかったけど、今回の講演、発表を聞
いて今治のことについて知ることができました。（K さん）

・  他の学科・コースの人たちと仲良くなれて、廊下ですれちがう時に挨拶するのが嬉
しくなりました。これは、地域活性化への一歩だと思いました。グループワークで
は、県外から来た、私の意見を聞いてくれたり、地域の情報を教えてもらえたり…
この授業の目的に合致する体験ができ有意義な時間だと思いました。（O さん）

・  グループのみんなで、司会、記録、準備等協力し合い緊張したけど発表も言えてよ
かった。今治をこんなに深く知る機会に出会って、知らない活動もあり驚きました。
これからもっと地域の活動に目を向けたと思いました。（O さん）

・  今治のいいところは何処か出している中で【今治明徳短期大学】が出てきた。今治
のいいところ…「明短がある」「地域の活性を学生が発信することが出来る」「学生
が“人と人との架け橋”になれる」…こんな素晴らしい明徳で学べることを誇りに
思います。話し合いができ、素敵な授業ですね。（S さん）

・  自分一人では、思いつかないこともグループの人と話すと、いろいろな案がでてき
てグループの人とも仲良くなれてとてもよかったです。（T さん）

　学びの種がいろいろな場所に広がり
芽を出し、笑顔の花が咲いて広がりますように
一人ひとりの笑顔の輪がいつか何処かで…また大きな笑顔の輪になることを。

（中島・正岡）

〈学生の感想〉

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ3　今治の地域活性化
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文部科学省

４班は、講師講演を聞き、その中でサイクリングについて話し合いし、まとめました。

・しまなみ海道
　　  しまなみ海道は、世界で唯一の自動車道を自転車で渡れる橋になっており、橋を渡る

ために世界中からサイクリストが集まっている。
・サイクルトレイン
　　予讃線には、自転車をそのまま乗せられる列車がある。
・ダンデム自転車
　　愛媛県は、二人こぎ自転車で公道を走ることのできる数少ない県である。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ4　サイクリング
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文部科学省

・ブルーライン
　　 車道を走行する自転車利用者に対し，左側走行の原則に対する注意を促したり、自動

車運転者に対して，自転車への注意を促すもの
・シクロの家
　　ゲストハウス。サイクリストの交流拠点になっている。
・世界七大聖地
　　しまなみ海道は、自転車の世界七大聖地の一つに選ばれている。

　自転車は、車と違って小回りが利き、狭い路地に入ることができ、そこでの出会いや好
きな場所に移動してその地域の暮らしや風景を楽しむことが出来る。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ4　サイクリング
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文部科学省

　まずは、講習を聞いて考えるだけではなく、実際にサイクリングで走って体験し、新し
い発見につなげたい。
　さらに、サイクリングに関心のある学生を集めて、短大にてサークルを作ることをめざ
す。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ4　サイクリング
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文部科学省

◦　  各分野の専門の講師の方から話を聞くことができ、グループワークでの話し合い
ではいろんな意見がでて楽しかった。

◦　  他の学科・コースの人たちと交流することができて良かった。
◦　  本来関わることのなかった先生とも関わることができた。
◦　  今治の良いところを知ることができたし課題も見えてきた。
◦　  町おこしには、まずは町の良いところを知り、好きになること、そして行動をお

こす事が発展につながると思った。
◦　  グループワークでは、みんなの前で発表や司会をするなど貴重な経験をすること

が出来た。

授業を通して、学生達の感想

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ4　サイクリング
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文部科学省

◎担当教員の感想・コメント（竹田・井手）

　地域交流実践演習の目的・テーマが、「問題解決型学習、自ら気づき、考え、行動し、振
り返ることができることを目指す」であり、グループワークでの教員の立場はファシリテー
ター役であったので、できるだけ学生主導で進めて行けるように、努めました。
　始めの頃の授業では、違う学科やコースの学生が集まっているので、遠慮や緊張があっ
たのか、自ら発言するというところまではいかなかったように思います。
　しかし、回を重ねるごとに意見が出るようになりました。学生の視点から出てくる意見
はユニークなものから関心させられるものまで様々な意見が飛び出してくるので、聞いて
いて私自身も楽しむことができました。
　グループで出た意見をまとめ、プレゼンテーションする姿を見ていると、改めて大学生
らしい授業内容であると感じました。

　サイクリングの振興は現在、県・市が最も力をいれている分野です。そういった意味で、
地域交流実践演習にて学生がサイクリングに取り組んでくれたのは良かったと思っていま
す。
　いろいろとサイクリングを振興するうえで気付いたことも大事ですが、自分たちで行動
できる事のひとつに、「短大でサイクリングのサークルを作って活動する」をあげてもらっ
て大変嬉しく思っています。
　サイクリングを通じての観光客誘致やまちづくりに主体的に参画することができ、この
ことが学生皆さんの卒業後の活躍にも役立つものと楽しみにしています。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ4　サイクリング
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文部科学省

　５班は、特にサイクリングの講演ついて活発な意見交換が行われた。そこで、全体発表
のテーマもサイクリングに絞って取り組んだ。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ5　サイクリング
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文部科学省

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ5　サイクリング



31

文部科学省

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ5　サイクリング



32

文部科学省

〈学生の感想〉
　（サイクリングについて）
　　・  自分達が実際にしまなみ海道をサイク

リング体験してみたい。
　　・  地域活動に参加し、地域の人と交流し

たくなった。
　　・産官民学の関わりが重要だと感じた。
　　・  自分達なりに地域の良さを発信していき

たい（ＳＮＳを使う等）。
　　・講師の先生の「地域の良さを知った責任」という言葉を忘れないようにする。
　（プレゼンテーションについて）
　　・メンバーが意見を出し合えたのでスムーズに作業が進んだ。
　　・まとめるのは難しかったが、地域について真剣に議論することができた。
　　・他の班の発表を聴き、自らの考えを深めることができた。
　　・今治市民でなくても、話し合ううちに関心が高まった。

〈教員からのアドバイス〉
　地域交流実践演習は、自分達の地域がテーマであり、自分達が主体となって課題解決に
取り組む。この授業を通して今まで見過ごしてきた地域の良さ、あるいは課題に気付けた
と思う。
　さらに、住民のニーズを探ることで、課題解決の過程を学ぶこともできた。最終的に全
体会でのプレゼン発表につなげたが、この一連の作業は就職し社会に出てからも大いに役
立つだろう。
　この授業で知ったことは、数ある地域の課題の一部にすぎない。今後も地域の動向にア
ンテナを張り続け、関心を持っていてほしい。そうすることで、自分達の住む地域は伝統
を守りながらも新たに進化し続けることが出来るだろう。

（泉・檜垣）
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　６班は、授業を通して地域における取り組むべき課題に気づき、自らその解決に向
けて考え、実践していくことの大切さを学びました。
　そこで、５つの講演をもとにグループワークの中で考えた「今、私達にできること」
についてまとめました。

　気づきのひとつ目として、まず「今治のいいところ」を考えました。 
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　次に、いいところばかりでなく、「今治の悪いところ」も考えました。

　私たちは、その中の４点に焦点をあてて解決策を考えていくことにしました。
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　公共交通機関は、多くの方々が利用していることから、地域のニーズを正しく把握
することが必要。

　これからの今治市を担っていく、小・中・高校を対象にアンケート調査をする。
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　中・高生や私たち世代は、電車やバスを利用することも多いため、今治駅周辺に若
者が集う場所を確保することができたらいいのではないかと考えました。

　はじめの一歩として、「今の自分たちにできること」として実現可能なことはどのよ
うなことなのかを考えまとめました。
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・  今まで今治市について深く考えたことがなかったが、実践している方々の話を聞き
今治の今とこれからを考えることができてよかった。 （Tさん）

・  普段、他学科の人たちと話すことは少ないですが、地域交流の授業を通して仲良く
なれたことが良かったと思いました。 （Nさん）

・  今治地域のさまざまな活動と今を知ることで、抱えている問題点と解決策を自分た
ちで考える機会ができてよかったです。 （Bさん）

・  いろいろな話を聞き、今治の多くのことがわかった。今治出身ではないが良いとこ
ろだと思った。他の学科の人たちとも話すことができ、良い活動だったと思った。
 （Sさん）

・  最初の頃は興味がなく授業にも集中できなかったが、グループワークも回を重ねる
ごとに役割分担もできてきて楽しくなってきた。 （Tさん）

・  この授業のような体験は今までなかったため戸惑うこともあったが、新しい知識が
増え良かった。この授業を通して自分の住む地域と今治市への関心が高まった。

 （Tさん）
・  皆の前で発表するのは緊張したが、その分の力もついたと思う。 （Tさん）
・  最初は興味がなかったが、授業がすすむうちに楽しくなった。 （Tさん）
・  今治にはあまり興味がなかったが、この活動を通して興味がでてきた。良いところ

がたくさんあるのでもっと活性化してほしいと思った。この授業で他のコースの人
との交流がよかった。 （Nさん）

・  地域のいろいろな人の話を聞き勉強になったし、たくさんのことに興味がもてるよ
うになった。後期からも頑張ろうと思った。 （Tさん）

・  今治の良いところ、課題としているところが良く分かった。他の地域や世界にも目
を向けられたらと感じた。 （Aさん）

・  授業を通して今治の様々な活動を知ることができた。私の地元に比べて学校や店が
多く住みやすい街だと思う。今治地域のことについて知ることができてよかった。

 （Tさん）　

〈学生の感想〉
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〈担当教員より〉

　この授業で今治のいいところや悪いところをグループ内で共有することができ、学
生同士お互いにコミュニケーションを図ることができました。グループワークの初期
段階ではあまり意見がでなかったのが、役割分担が決まり、会がスムーズに進むにつ
れて、次第に活発な意見や討議ができるようになりました。グループ全員で頑張って
まとめあげ、全体会で発表することができたと思います。
　自分達の住んでいる街をどのようにしたいのか、テーマは大きいものでした。それ
でも具体的な提案や意見がたくさんでました。今からでもすぐできるゴミ拾いから交
通の不便さや商店街の店の少なさなど難しい課題もあります。若い視点で今治の将来
を語っている姿を見て感動させられました。学生たちが思っている今治の街に少しで
も近づくことができるよう、私達教員も一緒になって取り組まなければならないと感
じています。 （藤田・相澤）
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　私たち７班は、５回の講演を聞いて、自転車・料理・タオルでもっと今治を好
きになってもらうことができるのではないかと思い、「しまなみファンをふやす」
というテーマで話しあいをしました。

　「サイクリストをふやす」という課題では、
　　・“初心者”のためのオススメスポーツバイクのパンフレット作成
　　・明短のホームページに自転車のことを載せる
　　・健康志向に注目したアイディアを出す（イベントを企画する）
　という意見がでました。
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　料理では、郷土料理の「いぎす豆腐」に注目。いぎす豆腐は、とても優れた健康食品で
すが、好き嫌いや食べたことがないという人も多い。そこで、
　　・地域の人たちに作り方のコツを教えてもらう。
　　・  食物栄養コースの人に栄養分析をしてもらい、いぎす豆腐がいかにヘルシーな料理

であるかをアピールする
　ことを考えました。
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●自転車ダイエットの長所は５つ　‼
　　①特別なスキルは不要　　　②大きな筋肉をつかうので、消費カロリーが多い
　　③普段運動していなくても筋肉に対するダメージが少ない
　　④毎日の継続が容易　　　　⑤お金がかからない
●自転車のエネルギー消費量は・・・・
　　体重50㎏の人が、時速20㎞ /hで60分走った場合、400Kcal（ごはん一杯半分）
●体重を１㎏減らすには、7,000kcal減らすことが必要・・・・
　　自転車に２時間／日乗ると仮定した時、１㎏減らすのに約10日間かかる。
●最高級今治タオル（バスタオル）１枚　３万円

 

 
 

 

 

Kg  
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♢　前期の授業を終えて…（学生の感想）
　● 　今治地域の様々なジャンルの話を聞くことがで

きました。私は今治市民ではありませんが、今治
のことに詳しくなり、今治が好きになりました。

　● 　ゲスト講師の話を聞いた後のグループワークが
楽しかったです。司会進行や書記、記録係、発表
者と毎回違った役割を担いました。司会進行を担
当した時は不安でしたが、グループの皆が協力し
てくれたのでうまくいきました。

　● 　各回に出た意見をまとめる作業が大変だったが、
パソコン操作の得意なメンバーが、プレゼンテー
ション用のスライドをうまく作ってくれた。

　● 　自分と違った意見を聞いて納得したり、さらに
話を広げたりと、充実した面白い授業でした。

♢　前期の授業を終えて…（担当教員より）
　「地域の取り組むべき課題に気づき、その解決に向けて実践する態度を培う」という目
標のもとに、今年度から始まった地域交流実践演習ですが、地域の実情を知り、コースを
超えた仲間と共に解決方法を探るという点においては、大きな成果があったと思われます。
今後は、更なる実践を通して、実際に地域で貢献できるよう、小さなことから取り組んで
いただきたいと思います。 西本

　この授業で初めて言葉を交わしたという学生も多く、なんだかよそよそしい雰囲気で始
まりましたが、すぐに打ち解け、活発に意見が出るようになりました。しかし毎回うまく
いったというわけではありません。それぞれの役割を果たしつつ、コミュニケーションを
とりながらグループワークを円滑に進めていく難しさを感じたのではないでしょうか。こ
のユニークな授業の経験と成果をこれからの学びに活かしていけるよう期待します。
 上村聖
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　タンデム自転車で公道を走る事ができるように、市民の力でルール改正まで至った
ことに驚きました。子どもや視覚に障害のある方も楽しむことができ、よいと思いま
した。
　自転車をそのまま列車に乗せることができるサイクルトレインやしまなみ海道が、
世界で唯一の自転車で渡ることのできる橋であることなど、初めて知ることが多かっ
たです。
　多くの人が、注目してくれていることをしり、嬉しくなりました。

　私たち８班は、５人の講師講演を聞き、特に興味を持ったサイクリングについ
てまとめることにしました。
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　以前は、海水浴などのシーズンごとにしか人は見かけませんでしたが、今では多く
のサイクリストを目にするようになりました。地元民として、交流を大切にしていき
たいと思います。
　しかし、並列運転やペットボトルのポイ捨てな
ど、マナーの悪い人が多いことは問題です。みん
なが気持ちよくサイクリングできることが、人々
の交流を増やすきっかけになるのではないかと思
います。
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　実際に、自分たちでできることを考えてみると、なかなかよい案が出なくて苦戦し
ました。他の班の意見等も聞きながら、自分のできることを実践しようと思いました。
　私たちは、班での話し合いの時、できることを個人であったり行政や地域単位で考
えていました。しかし、他の班は、学校で（が）できることも考えており、視点の違
いに感心しました。問題点は多々ありますが、周囲への目の向けようで大きく変わる
と思います。周りへの気配りなどを大切にしていきたいです。

〈この他にも、それぞれの講演で様々な感想がありました。〉
１．四国へんろ道世界遺産化と地域づくりについて
　　歴史の長さに驚きました。へんろの原点は「お互いを支え合うこと」と聞き、感
銘を受けました。人の「いたみ」が分かる人間になりた
いです。おへんろを広めるためには、まず自分が理解し
体験をして良さを見つけることが必要と感じました。
　世界遺産について何も知らないので、まずは、世界遺
産について知り、それから何ができるか考えたいです。
　清掃とお接待の心を育む。

〈学生の感想〉
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２．地域課題解決につながるイノベーション
　人口減少の話しに驚きました。最近では、ゆるキャラやB−1グルメ等で全国的にも
注目され、経済的に成長していると思っていたので意外でした。

３．今治市の地域福祉活動について
　地域の良さと問題点を把握した上で、自分た
ちの願いを含めて出来ることを提案したい。
　住民との助け合いの大切さを改めて実感しま
した。住民の意識が急に変わることはないと思
います。徐々に変えていくためにも、自分ので
きることを考えて行動したいです。

　通学にバスとJRを利用していますが、時間の
ロスが多く、その時間をつぶす場所もないと思
います。若者が集まりやすく、かつ、地域貢献
につながる場所ができると嬉しいです。

４．食の地産地消と地産他消
　地域の食材を活用してオリジナルのレシピを

作成し、ネット等にに紹介したり販売して広める。
　食の大切さ、食に係わる職業がたくさんあることが分かりました。いただいたレシ
ピ本には、地元の食材を使った料理がのっているので、是非自分でも作ってみたいで
す。
　地元の食材や料理をいざ挙げてみると、片手で数えられるほどしか浮かびませんで
した。特に、「今治の」となると…。まずは、知ることから始めようと思います。ま
た、地元でも食べたことのない料理もあり、食べてみて、感想やお勧め、作り方など
を紹介するのもよいと思いました。地元の食材を使った料理を考えて調理することは
短大でもできるので、栄養のことをもっと勉強して、実際に活動した時に栄養コース
らしい意見が言えるようにしたいです。
　何がおいしいのか、自分で意識して見つけたり、地域の方に教わったりして次の世
代に伝えたり新しいことを開発していくことが必要だと感じました。

５．今治タオル　奇跡の復活
　何気なく見ていたブランドマークの意味を知りました。「質が良いが故に高価」そ
のため、手が出せなかったりもったいなくて使えない
ということも……まずは、地元から触れる機会や加工
品を増やすなどしてみる。親しみを持つことができれ
ば、商品の価値をもっと理解し自信を持って人に勧め
ることができると思います。また、お遍路の取り組み
と連携して、グッズとしてミニタオルを無料で配布す
るのも良いかなと思いました。
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　地域交流実践演習は、全学的な取り組みであり、他学科・コースの学生と一緒になっ
て取り組むことはこれまでありませんでした。初回のグループワークは、通常一緒に
過ごす学生以外との関係づくりがまず必要で、初対面の学生同士がリラックスして意
見を述べられるようにアイスブレイクによる環境設定の配慮が必要であった。それぞ
れのテーマごとに司会進行、記録、発表と役割分担を行ったが、学生には役割を上手
くこなせる人とそうでない人がおり、その中で、出来るだけお互いに対等に発言でき
るように、学生の言葉を生かしながら随時、道先案内人として教員はアドバイスを行
うように心がけました。しかし、話し合いが膠着した時、どこまで、踏み込むべきか
悩みました。
　この授業に「答え」はありませんでした。何を感じ実践するかは学生次第。学生の
より良い意見を引き出すための手法を、教員も学ばなくてはならないと思います。ま
だまだ始まったばかり。
　前期を通して、学生たちが日頃から身近に意識しているものに関して、活発に意見
を出していました。地域とのつながりを大切に、これからも地域に社会に貢献できる
ように頑張って欲しいと思います。

（松田・中居）

KJ法を活用
　各自の意見を書き上げ、集約
調整
　課題について、「学生の視点」
で自分たちが地域で何を実践し
貢献できるか討論を行った。

〈教員のコメント〉
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　私たち９班は、食と自転車に重点を置き、「今治のよいところ」を発信できない
か考えました。

地域交流実践演習Ⅰ活動報告　グループ9　自転車でつなぐ食文化
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〈学生の感想〉

〈教員の感想〉

　「しまなみ海道を自転車で渡る」これを日本全国、さらに世界に広めつつある素晴
らしい活動が地元で行われていることに驚きました。サイクリストのための法律や施
設があり、県を挙げてサイクリング振興に力を注いでいることを聴講し、色々な取り
組みを知ることができました。深く印象に残ったのは、今日知ったことは自分から誰
かに伝えなければならないという山本先生の言葉です。まずは自転車に乗ってしまな
みを渡ってみたいです。
　同時に今治の食の特徴やアピールポイント、文化継承したいことなどについてグルー
プで意見交換をしました。今まで考える機会がなかったため、まとめるのに大変苦労
しましたが、「サイクリングと食」をコラボレーションさせることで、これからの取り
組み課題の提起になったと思います。さまざまなジャンルでご活躍されている先生方
のお話を聞き、今治人としての自覚が足りないことを痛感しました。

　９班は、５つのテーマについて、学生がそれぞれ意見を出し合ったが、最終的には、
自転車旅行振興の現場からの講義で「サイクリング」、食に関しての講義から「今治の
食文化」という２つのテーマについてまとめていった。
　今治は、広島の尾道とつながる「瀬戸内しまなみ海道（以下、しまなみ海道）」があ
り、しまなみ海道には、日本で初めての海峡を横断する自転車道(瀬戸内海横断自転車
道)がある。しまなみ海道は、景観もよく全国からサイクリストが訪れており、サイク
リストの聖地とも言われている。学生は、普段の交通手段として自転車を使用する学
生も多く、街中でサイクリストを見かけることもあり、サイクリングに興味をもった
学生が多かった。また、今治の食文化についての講義で、講師の方が「食は素敵なコ
ミュニケーションツール」と仰っていたこともあり、サイクリングと食を繋げること
で今治の地域の良さをより多くの人へと伝えることができるのでないかと学生たちか
ら意見が出た。その為には、どのような行動が必要なのかというところまでの話し合
いを行った。
　最終的に、学生たちから「私たちは、今治を盛り上げていくために、今治の地域性
を生かしたサイクリングと美味しい特産物をコラボレーションさせ、サイクリングと
同時に地元の美味しいものをしってもらうという“サイクリングルメ”を提案する」
という意見でまとまった。
　学生たち自身の学びの場であり、生活の場である今治の良さに目を向けると同時に、
これからの課題を考えるきっかけづくりとなった。
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　５回の講演を聞いたまとめとして、話し合いの結果、しまなみサイクリングについ
てまとめることにしました。
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　10班は、サイクリングについてまとめましたが、5回の講演を聞き、学生からは様々な意
見や感想がありました。

１．四国へんろ道世界遺産化と地域づくりについて
　これまで知らなかった歴史や遍路のルールなどを知ることができた。野宿してまで
遍路をまわるという意欲に驚いた。自分にはできないと思う。
　自分の浅い知識が恥ずかしくなった。四国遍路が身近なものになった気がする。興
味が出てきた。
　人とのつながりのために歩いているという意見に共感した。遍路は自分の人生を見
つめなおすためだけでなく、人とのかかわりが生じることに重点があり、自分の苦し
みを知り、人や物をいとおしむ気持ちが重要で、それがお接待の心にも通じているこ
とがわかった。
　なぜ遍路か、なぜお接待か～ご住職の言葉「与えられるだけではない、与えられる
方も施しではない」などから共有、共感することを学んだ。

２．地域課題解決につながるイノベーション
　町おこしには、地域住民、行政、企業等事業所、などとの連携が重要だということ
がわかった。しまなみ海道は地域の活性化にとても重要な拠点だと分かった。
　班に分かれてもっとしまなみ海道をにぎやかにするためにはどうしたらよいかを考
えた。伯方の塩を使ったスイーツや婚活イベント、新しいご当地グルメ、シクロの家
での試食会、プレミアムタオルマフラーの製作、配布など皆で出し合った。サイクリ
ングに自分も参加してみたいと思った。

３．今治市の地域福祉
　地域福祉について学び、自分自身が高齢化した時の生活も視野に入れて話し合った。
福祉サポートが思うより以上に多くあることがわかった。地域福祉向上のために、イ
ンフォーマルサービスが、フォーマルサービスと同様に大切であることがわかった。
地域をより良いものにするための話し合いには、積極的な意見が多く出ていた。
　地域住民と、行政、民間などの「新たな支え合い」「共助」「協働」が大切だと分かっ
た。

４．食の地産地消と他産他消
　食育は、食べる栄養としての料理を作るということだけでなく、外国の方々とのつ
ながりをも創るコミュニケーションツールとして、知らないことを知るためのきっか
けなどとして等、様々な手段の契機になることがわかった。地元食材への購買意欲を
高めるための方法について話し合った。
　野菜ソムリエという資格を初めて知った。地産地消のもとに調理や試食の機会をもっ
て、小さな子どもたちにも食の重要性を知ってもらいたいと思った。

〈学生の感想〉
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５．今治タオル奇跡の復活
　今治タオルはよく目にも耳にもするが、その付加価値や今治以外の地域や外国から
の評価について知ることができた。高い吸水性や安全性など、地道な努力の積み重ね
が結実した商品であると分かった。価格が高めなので、なかなか購買意欲につながら
ないという問題点を聞いたので、気軽に地域の人が買えるような取り組みができたら
と思った。
　地産のブランドを定着させるためには、メディアの利用や地域に根付いた組合との
連携、コミュニティ単位での活動なども重要であると分かった。

発表を終えての感想
　今治について考える良い機会になった。学生同士での意見交換ができ、スライド作
成にも協力し合って取り組むことができた。なかなか最初は皆意見を言わないので困
惑したが、徐々に積極的な人も出てきたので安堵した。社会人になってからはこのよ
うな講義を聴く機会も得られないと思うので有意義だった。

　私は本学に在職して29年になりますが、全学で取組む教科・科目は残念ながら今ま
でに無かったように思います。もっとも、全学で今治の夏祭り（おんまく）に参加し
たり、遍路を共通教育に取り入れた先例はあって、地域交流を通して、本学学生とし
ての帰属意識を高めたり、地域文化を実地に学ぶ機会はありました。
　私学教育の特色を出すには、全学的な教育実践が求められるところですが、その試
みが文科省の補助事業に採択されたことはとてもタイムリーなことだと思います。今
回の地域実践演習では自ら考える力と、それを表現する力を養うために、教員も学生
も学科・コースの垣根を越えて、一つの課題に取組みました。グループ学習にありが
ちな学習者間の積極性・消極性の格差や、発表の稚拙さなど、初めての試みでしたの
で今後の課題も多々見えてきました。教職員と学生の創意と工夫で授業を改善し、コ
ミュニケーション力の豊かな学生が育つことを期待しています。 （武田）

　学生自身が主体的に考えるという取り組みは、重要であると認識されている一方で
短期大学のように限られた時間の中で教育し資格取得を支援する場では、実践の機会
がなかなか取れないのも事実でありましょう。このような中で、他の学科・コースの
学生、教員が協力し合ってテーマについて検討し、物事を作り上げるという取り組み
は、意義深いものであったと思われます。
　当初は発言にしり込みしたり意欲的でないように見えた学生も、回を追うにつれて
徐々に積極性が増していく様子が見られました。これからの社会では、多職種、他機
関との協働は不可欠ですので、この経験が社会参加ご専門職として力を発揮すべき時
に、きっと役立つであろうと確信しています。 （玉井）

〈教員のコメント〉
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